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【平成２７年度 研究実践校】 
 
 三尻小学校     籠原小学校  
【学級数】14 学級 【学級数】23 学級   
【児童数】411 名  【児童数】695 名 
【職員数】 35 名  【職員数】 46 名 
 三尻中学校   
【学級数】18 学級 
【児童数】555 名 
【職員数】 47 名 

 

 平成 27 年度防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業報告 

熊谷市の取組 
                    熊谷市教育委員会 

                     熊谷市立三尻中学校 

                     熊谷市立三尻小学校 

                     熊谷市立籠原小学校 
 

１ 熊谷市の概要について 

本市では、平成２３年２月に妻沼小

学校において「緊急地震速報を利用し

た避難訓練」を実施した。平成２３年

度には埼玉県教育委員会からモデル地

区に指定され、熊谷地方気象台の支援

を得て、小中学校９校で「緊急地震速

報を利用した避難訓練」を実施した。 

さらに、平成２４年度は江南地区、

平成２６年度は、中条地区において本

事業の研究を行い、その成果を市内に

広めたことにより、各小中学校の防災

教育や防災体制が整ってきている。 

また本市では、「熊谷の子どもたち

は、これができます！『４つの実践』

と『３減運動』」に学校、家庭、地域

が一体となって取り組み、子供たちに生きる力を育む教育を推進している。この取

組を土台とし、学校・家庭・地域で連携を図りながら防災教育に取り組んでいる。 

今年度研究している三尻地区は、本市

の西部に位置し、新しい商業施設や住宅

街が発展している地域と田園風景が広が

る、のどかな地域である。本地区では、

昨年度まで小・中学校が個々に防災訓練

を実施していたため、地域との防災意識

の共有や連絡体制について課題があった。

そこで、今年度は本事業の主旨を踏まえ、

防災教育及び防災体制のさらなる充実を

目的として研究に取り組んだ。 
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２ 取組内容について 

 ⑴ 事業の目的 

  ア 児童生徒が自らの命を守り抜くために「主体的に行動する態度」を育成する。 

  イ 学校防災マニュアルや防災教育に関する指導法の研究を通して、学校におけ

る防災教育のさらなる充実を図る。 

  ウ 小・中学校及び家庭、地域、防災関係機関と連携した「地域防災体制の基礎」

を構築する。 

  

⑵ 本事業の組織 

  ア 委員 校長、教頭、安全主任、自治連合会長、公民館長、気象台気象官、 

       航空自衛隊教務課 地区消防分団長、ＰＴＡ会長、市危機管理監 

  イ 会議 年間３回開催 

  ウ 事業計画及び実施後の事業内容の検証 

  エ 学校防災アドバイザー 熊谷地方気象台 調査官    山口  広 氏 

               熊谷消防署 参事兼玉井分署長 斉藤 一郎 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 具体的な取組 

ア 緊急地震速報を利用した避難訓練（８月２９日、９月１日） 

通常の避難訓練の他に、 

抜き打ちショート訓練を 

 授業中だけでなく、休み 

 時間等、色々な場面で実 

施した。 

 

 
【緊急地震速報の放送】【緊急地震速報受信システム】

 
 
 
 
 
 
 
 

平成 27 年度防災教育を中心とした実践的安全教育総合事業埼玉県推進委員会 

熊谷市防災教育を中心とした実践的安全教育総合事業 実践委員会 

・学校防災ﾏﾆｭｱﾙ 
の見直し 

校長、教頭、安全主任、危機管理監、自治会長、ＰＴＡ会長、熊谷市教育委員会 

・避難訓練の見直し 
・指導方法の開発 

・地域との連絡調整 
・PTA、保護者との連絡調整

学校防災ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

・端末の設置 
・実践委員会の運営 
・研修会、講演会の

企画運営 
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イ 防災教育を取り入れた運動会（９月１９日） 

     

 

 

 

                                     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

  

 

【火災発生！ 三尻っ子消火隊出動】 

【協力  レスキュー隊 出動！】

【ほうすい  じゅんびよし！】 

【避難の様子】 

【台風の目リレー】 【出動・三尻救急隊】 
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ウ 籠原地区防災訓練（１０月２４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 三尻中学校区防災講演会 

（熊谷市文化創造館さくらめいと 月のホール１１月２６日）１２２名参加 

演題 「東日本大震災に出動して」 

講師 熊谷市消防本部熊谷消防署副署長兼 

熊谷消防署玉井分署副分署長 井上 明 氏 

 

 

 

 

 

 

 

【炊き出し訓練】【消火器による訓練】 

【ＡＥＤの訓練】 【なべ消火訓練】 

【応急担架 ボール運び競争 （毛布で担架を作る） （着ている服で担架を作る）】

○想定にとらわれるな、

自分で考えて行動 
○その状況下で最善を 
尽くせ 

○率先避難者たれ 
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オ 三尻地区小・中合同地域防災訓練（１２月１２日） 約２０００人参加 

      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０時００分に震度５弱の地震が発生した。

三尻小学校・三尻中学校・籠原小学校は、 

授業日だったため、一時避難を開始した。 

それぞれの児童、生徒は、各学校に残ってい

たが、安全が確保されたので、三尻中学校の

生徒が三尻小学校、籠原小学校の児童を自宅

近くに送り届けることにした。 

○中学生による小学生の 

引き渡し訓練 

○自治会長へ報告 

○単身高齢者宅安否確認 

○炊き出し訓練 

内容 想定 

【避難場所で人数確認 
 報告と指示伝達】 

【小学校からの要請を

受け、中学生が到着】

【通学班ごとに集合し 
集団下校の確認】

【中学生の先導で 
  下校を開始】 

【通学路の安全を確認し 
中学生が小学生を誘導】

【民生委員と中学生で 
単身高齢者宅安否確認】

【待機場所で自治会長に 
誘導引渡し終了の報告】 

【航空自衛隊熊谷基地と婦人会の 
 皆さんによる炊き出し訓練】 
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カ 防災講演会（１月１６日 妻沼中央公民館）参加者２７９名 

  本事業の取組の成果を市内に広めるとともに、学校を含めた地域全体の防災

意識を高めることを目的に開催した。 

  参会者は、教職員、ＰＴＡ、児童生徒、保護者、地域関係者 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題について 

 ⑴ 緊急地震速報を利用した避難訓練をとおして、自分の身は自分で守る「自助」

の力を身に付けられたことはもとより、地震に対する危機回避能力を高めること

ができるようになった。 

 ⑵ 防災に関わる種目を取り入れた運動会や地域との合同防災訓練をとおして、児

童生徒と地域の方々との信頼を深めることができた。 

 ⑶ 想定外をなくすため、訓練のバリエーションを増やし、児童生徒の危機回避能

力を高められるようにする。 

 ⑷ 地域と一体となった防災訓練を今後も計画的に継続して実施し、地域の防災力

をより高めていけるようにする。 

【第２部】講演会  

演題「これからの防災、地域防災について」

講師 埼玉県防災士会会長 木舩 賢治 氏

 

【第１部】本事業の取組発表

（三尻中学校・三尻小学校・ 

籠原小学校） 

 

○被災地の現状 
○防災教育の役目 
○地域防災のあり方 
○防災は、実行と実効 

【教職員の感想】 
○緊急地震速報を利用した訓練を繰り返すことで、素早い行動がとれるよ

うになった。 
○児童生徒は、もとより地域の方々との交流も深まり、共助・公助の意識

が高まった。 
○防災避難訓練のための組織であったが防犯時の一斉下校にも十分対応で

きることがわかった。 
●ある時間帯では、約２０００名の児童・生徒、保護者をはじめ、地域の

人の移動、待機があった。安全面を考えると事前に交通安全の指導も行

うべきであった。 
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